
主　催：青少年問題協議会（青少協）地区委員会・武蔵野市
制　作：むさしのジャンボリー 40周年記念事業実行委員会

第１回
静岡県立朝霧野外活動センターキャンプ場  昭和47年
小学6年生対象に2泊3日で1回実施。教育委員会主催、
参加児童218名。

第2回
奥多摩町海沢キャンプ場 昭和48年
小学4～ 6年生を対象に1泊2日で実施。

第3～9回
神奈川県愛甲郡清川村
宮ケ瀬長者屋敷キャンプ場 昭和49～ 55年
第4回より参加者が1000名を超える。
第5回より教育委員会と青少協地区委員会との共催に。

第10回
五日市町養沢鏡沢ロッジ 昭和56年
「市立自然の村」建設開始。

第11～40回
長野県南佐久郡川上村
「市立自然の村」 昭和57年～平成23年

第11回　2泊3日の実施になる。台風10号が直撃し
たため、開催途中第4回までで中止に。

第12回　前年開催途中で中止となったため、中学1年
生も参加。

第18回　市と青少協地区委員会との共催事業に。
第20回　「ジャンボリーの歌」「各地区の地区旗」作成。 

自然の村で「ジャンボリーを語る集い」開催。
第29回　中高生が大人（指導者）を補助するサブリー

ダーとして正式参加。
第30回　「ジャンボリーシンボルマーク」作成。
 自然の村で「30周年記念式典」実施。
第33回　口径500mmの天体望遠鏡の寄贈を受け、

天体施設が開所。
第35回　サブリーダーに中高生リーダー講習会の受講

を義務づけ。
第36回　開催期間が全11回になる。

むさしのジャンボリーに関するお問い合わせ先
武蔵野市役所子ども家庭部児童青少年課
〒180－8777東京都武蔵野市緑町2－2－28
T E L　0422－60－1853／F A X　0422－51－9327
MAIL　sec-jidouseisyo@city.musashino.lg.jp
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ジャンボリーヒストリー 川上村ってこんなところ
　ジャンボリーの開催地である「市立自然の村」は長野県の川上村
にあります。長野県の東南端に位置する川上村は、信濃川に至る千
曲川源流の里。四方を山々が連なり秩父多摩甲斐国立公園の一角を
占める風光明媚な環境にあります。夏場は、冷涼な気候条件から生
産される高原野菜畑が一面に広がり、秋にはカラマツ林が、真っ赤
に彩り、冬には、広大な大地を真っ白な雪が覆い尽くします。そし
て、春になると雪解けとともに、大地の息吹を感じさせるよう山菜
が顔を見せ、やがて、新緑の景色が広がります。

第40回
・記念バッチの新デザインを
　公募により決定。
・多目的広場の愛称を募集
　「みんなの広場」に決定。
・武蔵野公会堂で「40周年記念式典」を実施。

ジャンボリー
シンボルマーク
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むさしのジャンボリーとは

標準的なスケジュール

　青少年の健全育成を目的として長野県川上村にある武蔵野市立
「自然の村」で行っている小学4～ 6年生を対象とした2泊3日の
キャンプ事業です。市と青少年問題協議会の各地区委員会との共催
で毎年夏休み期間中に全11回実施しています（子ども参加費2500
円）。地域の大人はリーダー（指導者）として、中高生はサブリー
ダーとして参加できます。（平成23年11月現在）

❶ハイキングに出
しゅっぱつ

発！　これからどんなコースを歩
ある

くのかワクワク・ドキドキです。　❷・❸キャビンかテントに宿
しゅくはく

泊です。地
ち く

区によっ
てはブルーシートで屋

や ね

根を作
つく

ってビバーク体
たいけん

験も。　❹夏
なつ

でも冷たい川の水に大人も子どもも大
だいこうふん

興奮。　❺まき割
わ

りをして、火
ひ

をつけ
て…。早

はや

くごはんが食べたいな…。　❻夜
よる

はみんなでキャンプファイヤー。火
ひ

の暖
あたた

かさと明
あか

るさに、火
ひ

の大
たいせつ

切さを改
あらた

めて実
じっかん

感します。
　❼標

ひょうこう

高1500ｍで星
ほしぞらかんさつ

空観察も。口
こうけい

径500ｍｍの天
てんたいぼうえんきょう

体望遠鏡で星
ほし

に近
ちか

づく。　❽川
かわかみむら

上村の星
ほしぞら

空。晴
は

れていれば肉
にくがん

眼でも無
むすう

数の星
ほしたち

達と
出
で あ

会うことができます。　❾楽
たの

しかった2泊
はく

3日
か

。ここで涙
なみだ

の退
たいそんしき

村式。　❿太
たいよう

陽の広
ひろば

場から望
のぞ

む屋
や ね

根岩
いわ

と山
やまやま

々。

金峰山荘 

ジャンボリーでの活動範囲図唐沢の滝 

ぶただち
（右❹写真の場所） 

展望台  

自然の村 

屋根岩  

N


